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観光客等を対象とした人身事故に関わる意識調査の実施状況 

 
１．目的 

天然記念物「奈良のシカ」保護計画には、「奈良のシカ」と人のふれあいの健全化のために、人
身事故を減らすことが、緊急に解決が必要な課題の 1 つとしてあげられている。 

このため、「奈良のシカ」による人身事故の発生を減少させることを目標に注意看板の設置や観
光客への「奈良のシカ」との正しいふれあい方の普及啓発といった取組を継続して実施している。 

これらの取組の効果検証だけでなく、今後の取組を見直すための基礎情報を得ることを目的と
して、奈良公園に訪れる観光客の「奈良のシカ」の生態に関する認識、「奈良のシカ」による人身
事故リスクに関する認識の現状についての意識調査を行う。 

また、近年、SNS 等で「奈良のシカ」と人との不適切な関わりが注目されるケースが増えている
ことから、奈良公園の近隣に住む若年層に対しても同様な調査を実施する。 

 
２．調査対象 

① 奈良公園を訪れる観光客（外国人も含む） 
② 奈良県内の小学生、中学生 
 

３．調査期間 
令和 4 年 12 月~令和 5 年３月 ※現在も実施中 
 

４．実施方法 
① 奈良公園を訪れる観光客（外国人も含む） 

 奈良公園バスターミナル、猿沢インで配布・回収 
 アンケート内容は本資料末尾の「参考 使用したアンケート用紙」を参照  

※日本語、英語、中国語（簡体字）で作成・実施 
 Web アンケートも同時に実施（日本語のみ） 

② 奈良県内の小学生、中学生 
 バスターミナルで行われる SDGs 学習に合わせて実施 
 アンケート内容は参考資料 2 参照 ※日本語で実施 

 
５．実施結果（1 次集計） 

令和 5 年 1 月末までに奈良公園バスターミナルにおいて観光客から 136（紙：86、Web：50）、
小中学生から 246 の回答を得た。 

このうち集計が完了した奈良公園バスターミナルにおける意識調査結果の集計結果について、
次ページ以降にまとめた。 
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集計結果 
 項目ごとに回答の割合を整理した。数字は回答数。 
【回答者の属性】 

 
【奈良のシカの認識と与えたことのある餌】 
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【シカによるケガについて】 

 
【シカとふれあう際の注意点】 
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参考 使用したアンケート用紙
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